
ACTION for Public Space 

―今なすべきことー 

都市の創造的な景観形成は､様々な努力にも拘わらず、必ずしも有効な広が

りを実感できていません。地域のデザイン力の積極的･創造的な活用で、都市･

地域固有の産業･文化･技術を基盤とする新たな価値が創造され、市民や住民が

共有し、実感できる楽しく、豊かな、都市･地域空間が生まれるものと考えま

す。この認識の下、公益財団法人都市づくりパブリックデザインセンター(udc)

は ACTION for Public Space 推進会議を設置して、魅力ある創造的な都市・地域

空間の再興を推進する方策（ACTION for Public Space）を調査研究することと

しました。 

研究会は、アーバンデザイン分野で先駆的活動を行い、多くの実績を有する

専門家が参加して、ユネスコプログラムやプレイスメイキング手法などの活用

を含め、都市空間の質や居心地の良さの向上、デザイン力を活用した新たな都

市・地域づくり戦略の推進などの研究・討議を数年間に渡って実施し、自治体

との実務的連携活動を展開してきました。このフォーラムは全国の問題意識を

共有する皆さんと課題を共有化し、活動を進めて行く一助として開催します。

○第 15 回 平成 29 年 5 月 25 日（木）18：00～20:00

・「公的空間の再興に向けて～我々が今なすべきこと～」

◆サブテーマ 青葉シンボルロードや高島平団地等での実践的取り組み 

◆プレゼンター 土橋 悟 （株）都市環境研究所 主任研究員

◆専門 都市デザイン（一級建築士） 

◆経歴 2004 年東京大学大学院工学系研究科社会基盤工学専攻修了後、（株）日建設計シビルにて、

広場・公園設計、海外マスタープラン業務に従事。英国ロンドンの Claudio Silvestrin 

Architects 勤務を経て、2009 年より現職。土木・建築・都市計画各分野を横断的に都市デ

ザインに取り組む。第 17 回建築環境デザインコンペティション最優秀賞、清渓川橋梁コン

ペ奨励賞、ハイフォン市ラックチャイ川周辺詳細計画国際コンペ最優秀賞、長崎駅前広場等

設計業務プロポーザル最優秀賞等、国内外のコンペ受賞多数。 

会場 エコッツェリア「３×３ラボ・フューチャー」（呼び名はさんさんラボフューチャー） 

（大手門前、パレスホテルのひとつ北側ビル（大手門タワー・ＪＸビル）1階 

http://ecozzeria.jp/about/accessmap.html 

主催者・事務局 

ACTION for Public Space 推進会議

（udc） 

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター 

E-mail info@udc.or.jp

※フォーラム参加は無料です。

※参加は申し込み順です。左記のアドレス

宛てに、件名「第 15 回フォーラム参加

希望」と記載の上、氏名、所属、メルア

ドを記載の上お申し込み下さい。

※定員に達し次第申し込みを打切ります。

都市＋デザイン 

フォーラム
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都
市
＋
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
や

高
島
平
団
地
等
で
の
実
践
的
取
り
組
み

都
市
環
境
研
究
所
主
任
研
究
員
土
橋
悟

ま
ず
は
自
己
紹
介

土
橋
悟
（
ツ
チ
ハ
シ
サ
ト
ル
）

（
株
）
都
市
環
境
研
究
所

主
任
研
究
員

•
19
80
年
生
ま
れ

•
20
04
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

社
会
基
盤
工
学
専
攻
修
了

•
20
04
年
（
株
）
日
建
設
計
シ
ビ
ル
に
て
、

広
場
・
公
園
設
計
、
海
外
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

業
務
に
従
事

•
英
国
ロ
ン
ド
ン
の
Cl
au
di
o 
Si
lv
es
tr
in

A
rc
hi
te
ct
s勤
務

•
20
09
年
よ
り
現
職
：
土
木
・
建
築
・
都
市

計
画
各
分
野
を
横
断
的
に
都
市
デ
ザ
イ
ン
に

取
り
組
む

本
日
の
テ
ー
マ


パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
/づ
か
い
に
お
け
る
専
⾨
家
の
役
割
と

関
わ
り
⽅


既
存
の
計
画
的
整
備
の
再
評
価
と
活
か
し
⽅

①
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
in
 静
岡

–
計
画
的
市
街
地
整
備
の
再
評
価
と
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用

–
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

–
タ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
カ
ル
な
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
の
連
動

②
高
島
平
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
再
整
備

–
計
画
的
市
街
地
整
備
の
再
評
価
と
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用

–
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

–
小
さ
な
空
間
づ
く
り
の
積
み
重
ね

③
黒
磯
駅
周
辺
の
公
共
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

–
既
成
市
街
地
に
対
す
る
質
の
高
い
公
共
的
空
間
の
挿
入

–
前
提
条
件
づ
く
り
（
プ
ロ
ポ
の
プ
ロ
ポ
）

–
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ

ア
ク
シ
ョ
ン
in
 静
岡

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
型
の
空
間
改
善

「
上
位
計
画
位
置
づ
け

→
計
画
⽴
案
→
個
別
整
備
」

型
の
流
れ

か
ら
、

「
政
策
提
⾔
→
ア
ク
シ
ョ
ン

→
計
画
⽴
案
」

の
タ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
流
れ
へ

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策
提
⾔
）

・
改
善
案
、
社
会
実
験
内
容
に
関
す
る
提
⾔

社
会
実
験

・
実
験
実
施

・
情
報
公
開
・
共
有

・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

・
効
果
の
検
証

等

⼤
き
な
⽬
標
へ
の
⼆
歩
・
三
歩

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
場
の
現
状
、
履
歴
の
把
握

・
改
善
イ
メ
ー
ジ
の
作
成

・
社
会
実
験
の
内
容
の
検
討

等

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
に
関
す
る
基
調
講
演

・
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

等

対
象
は
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

平
成
26
年
度
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
 静
岡

⻘
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
を
み
ん
な
の
リ
ビ
ン
グ
に
︕

■
第
１
回

12
/2
（
火
）

17
：
00
～
20
：
00

–
現
地
調
査
（
希
望
制
）

–
レ
ク
チ
ャ
ー
①
静
岡
市
中
心
部
の
歴
史
と
ま
ち
づ
く
り
【
静
岡
市
今
川
主
査
】

–
レ
ク
チ
ャ
ー
②
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
と
歴
史
【
法
政
大
学
高
見
教
授
】

–
レ
ク
チ
ャ
ー
③
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
の
考
え
方
に
基
づ
く
LQ
Cな
整
備

【
日
本
大
学
三
友
助
教
】

–
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
良
い
所
と
改
善
す
べ
き
所
に
つ
い
て
議
論
）
＋
発
表

■
第
２
回

12
/1
9（
金
）

18
：
00
～
20
：
00

–
レ
ク
チ
ャ
ー
①
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
対
す
る
過
去
の
提
案

【
針
谷
建
築
事
務
所
北
川
理
事
】

–
レ
ク
チ
ャ
ー
②
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
賑
わ
い
と
活
気
を
も
た
ら
す
も
の

【
東
京
大
学
中
島
准
教
授
】

–
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
改
善
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
議
論
）
＋
発
表

A
PS
推
進
会
議
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
集
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平
成
27
年
度
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
 静
岡

講
演
会
（
12
/3
）

・
⼭
下
裕
⼦
⽒
「
ま
ち
な
か
広

場
の
あ
る
ま
ち

」

空
間
活
⽤
調
査

実
際
に
⻘
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
を
空
間
活
⽤

（
平
成
28
年
1⽉

15
⽇
（
⾦
）
〜
30
⽇
（
⽇
）
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

（
1/
30
）

・
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
レ
イ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
共
同
代
表
理
事

泉
⼭
塁
威
⽒
）

・
空
間
活
⽤
調
査
を
踏
ま
え
、
次
年
度
夏
の
空
間
活
⽤
調
査
の
企
画
に
つ

い
て
議
論

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①
（
12
/3
）

・
冬
の
空
間
活
⽤
調
査
に
つ
い

て
議
論

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
③

（
3/
4）

・
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
レ
イ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
共
同
代
表
理
事

園
⽥
聡
⽒
）

・
次
年
度
の
暖
か
い
季
節
の
空
間
活
⽤
に
つ
い
て
更
に
議
論

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

•
対
象
：
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

B3
ブ
ロ
ッ
ク

•
期
間
：
平
成
28
年
1月
15
日

（
金
）
～
1月
31
日
（
日
）

•
狙
い
：

–
冬
の
魅
力
的
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

過
ご
し
方
を
実
践

–
公
共
空
間
の
使
い
手
の
抽
出
、
育
成
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

–
次
年
度
以
降
の
空
間
活
用
に
繋
が
る
有

効
な
デ
ー
タ
の
収
集

•
内
容
：

–
滞
留
空
間
の
暫
定
整
備

–
飲
食
／
物
販
店
舗
の
設
置

–
各
種
催
し
物
の
同
時
開
催

な
ど

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
第
２
弾

•
対
象
：
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
B1
～
2ブ
ロ
ッ
ク

•
期
間
：
平
成
28
年
9月
9日
（
金
）
～
9月
19
日
（
月
）

•
内
容
：
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
in
静
岡
と
の
同
時
開
催

–
滞
留
空
間
の
暫
定
整
備
（
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
、
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ロ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
）

–
飲
食
店
舗
の
設
置

–
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備

達
成
で
き
つ
つ
あ
る
こ
と

•
「
整
備
済
み
」
で
あ
る
は
ず
の
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト

→
公
共
空
間
の
「
活
用
」
と
い
う
こ
と
へ
の
意
識

•
行
政
と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
公
共
空
間
の
再
整
備
に
本
腰

→
タ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
動
き
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
カ
ル
な
動
き
の
連
動

→
市
の
「
ま
ち
は
劇
場
」
の
取
り
組
み
と
の
リ
ン
ク

•
地
元
出
店
者
と
の
関
係
づ
く
り

→
汗
を
か
い
て
く
れ
る
人
と
文
句
だ
け
言
う
人
の
見
極
め

高
島
平
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

の
再
整
備

イ
ニ
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

A
PS
推
進
会
議
高
島
平
部
会
か
ら

板
橋
区
に
対
し
て
提
案
書
を
提
出

①
住
⺠
と
と
も
に
緑
地
、
樹
⽊
の
実

態
を
調
べ
、
改
善
策
を
共
有
で
き

な
い
か

②
⾼
島
平
緑
地
の
役
割
は
「
緩
衝
」

だ
け
な
の
か

③
⾼
架
下
を
⾼
島
平
の
「
ハ
イ
ラ
イ

ン
」
と
考
え
ら
れ
な
い
か

④
都
道
を
あ
え
て
「
⾛
り
に
く
く
」

で
き
な
い
か

⑤
⾼
島
平
の
こ
れ
ま
で
と
今
、
そ
し

て
未
来
を
広
く
共
有
で
き
な
い
か

⑥
余
裕
の
あ
る
公
共
空
間
が
打
ち
出

の
⼩
槌
と
な
ら
な
い
か

高
島
平
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
は
？ 区
⽴
徳
丸
ヶ
原
公
園

・
都
⽴
⾚
塚
公
園

⻄
⾼
島
平
駅

新
⾼
島
平
駅

⾼
島
平
駅

⻄
台
駅

•
東
西
約
2.
7㌔
、
南
北
約
1.
0㌔
の
２
つ
の
軸
で
構
成
さ
れ
る
公

共
空
間
と
そ
の
周
辺
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⾚
塚
公
園

徳
丸
ヶ
原
公
園

⻄
台
駅

⾼
島
平
駅

荒
川

高
島
平
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
基
本
構
想
の
検
討

•
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
高
島
平
（
U
D
CT
ak
）
の
一
部
会

（
準
備
会
）
と
し
て
検
討

再
整
備
の
目
標

⾼
島
平
の
⾃
慢
と
な
る
み
ど
り
豊
か
な
居
場
所
を
つ
く
る

①
デ
ザ
イ
ン
、
空
間
の
物
語
性
、
周
辺
と
の
調
和
を
⼤
切
に
、
遊

び
⼼
を
持
っ
て
、
⼈
々
の
共
感
や
⽣
き
が
い
を
刺
激
す
る

②
全
て
の
⼈
の
使
い
や
す
さ
に
配
慮
し
つ
つ
、
参
加
型
の
プ
ロ
セ

ス
を
重
視
す
る

③
こ
れ
か
ら
の
⾼
島
平
の
価
値
を
創
造
し
て
い
く
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
の
展
開
を
常
に
意
識
す
る

公
共
空
間
か
ら
考
え
る
団
地
再
生

計
画
的
市
街
地
の
再
考
と
活
用

再
整
備
の
方
針

•
全
面
的
な
「
改
修
」
で
は
な
く
、
ス
ポ
ッ
ト
の
「
改
善
」
で
大
き

な
効
果
を
生
む

再
整
備
の
方
針

歩
き
た
く
、
自
転
車
に
も
乗
り
た
く
、
憩
い
た
く
な
る
場
づ
く
り
を

行
う

再
整
備
の
方
針

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
活
用
し
、
に
ぎ
わ
い
や
地
域
の
活
動
を
創
出
す
る

再
整
備
の
方
針

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
、
子
ど
も
の
教
育
、
様
々
な
人
々
の
社
会
参

画
に
貢
献
す
る

実
際
に
使
っ
て
み
る
！
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黒
磯
駅
周
辺
の

公
共
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
仮
称
）
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
と
（
仮
称
）
駅
前
図
書
館

継
続
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

•
設
計
者
が
提
出
し
た
く
な
る
審
査
員

•
デ
ザ
イ
ン
の
公
共
性
の
理
解

•
未
来
に
向
か
っ
て
攻
め
る
気
持
ち

•
地
域
の
想
い
の
理
解

（
仮
称
）
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

•
三
橋

伸
夫
（
宇
都
宮
大
学
教
授
）

•
古
谷

誠
章
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

•
小
嶋

一
浩
（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）

•
人
見
寛
敏
（
副
市
長
）

（
仮
称
）
駅
前
図
書
館

•
花
井

裕
一
郎
（
ha
na
ju
ku
／

N
PO
法
人
オ
ブ
セ
リ
ズ
ム

演
出
家
）

•
松
木
隆
雄
（
図
書
館
協
議
会
委
員
）

•
三
川
伸
明
（
え
き
っ
ぷ
く
ろ
い
そ
図

書
館
部
会

•
大
宮
司
敏
夫
（
教
育
長
）

•
瀧
澤
資
介
（
え
き
っ
ぷ
く
ろ
い
そ

代
表
）

限
り
な
く
透
明
で
、
開
か
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

•
参
加
要
件
の
引
き
下
げ
（
一
級

建
築
士
事
務
所
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ

O
K、
JV
を
認
め
る
、
前
の
事

務
所
の
実
績
も
O
K）

•
２
次
審
査
は
フ
ル
公
開
（
審
査

風
景
も
）

•
審
査
会
場
へ
の
全
提
案
書
掲
示

•
2次
提
案
作
成
費
用
の
支
払
い

（
仮
称
）
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

機
能
を
「
決
め
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
決
め
る

『
人
と
食
を
育
む
交
流
の
家
』

那
須
地
域
の
食
材
・
特
産
品
の
紹
介
、
販
売
促
進
、
地
元
の
起
業
志
望
者
の

支
援
、
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
食
文
化
・
食
産
業
と

人
材
を
育
成
し
つ
つ
、
地
域
の
交
流
を
活
性
化
し
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
自

然
と
「
集
ま
り
」
、
「
語
ら
い
」
、
「
く
つ
ろ
ぎ
」
、
「
成
長
す
る
」
家
の

よ
う
な
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

○
昼
夜
、
平
日
・
休
日
問
わ
ず
使
わ
れ
る

居
場
所
づ
く
り

○
那
須
地
域
の
食
の
PR

○
や
る
気
と
元
気
の
あ
る
次
世
代
の
人
材

の
応
援

○
人
々
の
向
上
心
に
火
を
つ
け
る
「
活

動
」
し
、
「
発
表
」
す
る
場
の
提
供

○
災
害
へ
の
備
え
の
充
実

○
ま
ち
と
施
設
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
拠
点

そ
う
は
言
っ
て
も
、
機
能
を
想
定
し
て
適
切
な
面
積
要
件
を
設
定

フ
ジ
ワ
ラ
ボ
案

（
仮
称
）
駅
前
図
書
館
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敷
地
内
駐
車
場
を
最
小
化
す
る

こ
れ
ら
の
検
討
の
甲
斐
あ
り
、
隣
接
す
る
民
間
商

業
施
設
駐
車
場
の
共
用
利
用
と
民
間
月
極
駐
車
場

を
買
収
す
る
こ
と
を
決
定

最
終
的
に
は
こ
れ
で
プ
ロ
ポ
公
示

ま
っ
た
く
新
し
い
図
書
館
を
目
指
す

『
知
の
ス
ト
ッ
ク
と
読
書
の
幅
を
広
げ
る

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
プ
レ
イ
ス
』

図
書
や
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
及
び
公
開
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
す
の
み
な
ら

ず
、
市
民
の
暮
ら
し
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
の
交
流
を
育
み
、
地
域
文
化
を

創
造
す
る
利
用
者
主
体
の
交
流
の
場
と
し
て
の
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。
電
子
書
籍

の
導
入
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
市
の
保
有
す
る
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の

総
合
的
拡
充
を
図
る
と
共
に
、
読
書
の
自
由
度
と
図
書
館
の
新
た
な
あ
り
方
を
定
義

し
、
新
た
な
交
流
・
新
た
な
活
動
を
喚
起
し
ま
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
半
永
久
的
な
知
の

ス
ト
ッ
ク
集
積

○
既
存
館
で
は
対
応
で
き
な
い
蔵
書
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
拡
充

○
型
に
し
ば
ら
れ
な
い
多
様
な
読
書
環
境
の
提
供

○
子
ど
も
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
本
の
楽
し
さ
と
巡
り
合
う
機
会
の
提
供

○
地
域
を
支
え
る
情
報
拠
点
と
し
て
の
暮
ら
し
の
支
援

○
出
会
い
、
交
流
し
、
地
域
文
化
を
創
造
す
る
場
の
提
供

○
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
機
能
展
開

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
空
間
像
の
共
有

UA
o案

デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
と
は
？

「
建
築
物
等
の
構
築
物
が
新
た
に
環
境
に
追
加
さ
れ
る
等
の
際
に
、
そ
れ
が
望
ま
し
い

景
観
形
成
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
協
議
方
法
で
、
そ
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
に
様
々
に
工
夫
さ
れ
た
形
式
の
も
の
」

デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
と
は
？

周
辺
と
の

関
係
性
が

重
要
で
す

多
く
の
関
係

者
と
景
観
の

共
通
認
識

を
育
み
ま
す

建
築
等
の

専
門
家
が

参
加
し
ま
す

法
的

拘
束
力
を

必
ず
し
も
必
要

と
し
ま
せ
ん

景
観
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー

で
は

創
造
的
な

協
議
を

心
が
け
ま
す

模
型
を
囲
ん
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め
（
の
よ
う
な
も
の
）


パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
/づ
か
い
に
お
け
る
専
⾨
家
の
役

割
と
関
わ
り
⽅

–
実
務
経
験
を
有
す
る
専
門
家
が
も
っ
と
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
流
れ
を
つ
く
る
べ
き
で
は
？

–
タ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
流
れ
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
カ
ル
な
流
れ
を
つ
な
ぐ

の
は
結
局
の
と
こ
ろ
ヒ
ト
で
は
？


既
存
の
計
画
的
整
備
の
再
評
価
と
活
か
し
⽅

–
き
ち
ん
と
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
、
大
切
な
資
源
。
十
分
に
活
か

せ
る
！

–
明
確
な
評
価
／
分
析
と
適
切
な
操
作

6
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ACTION for Public Space 

―今なすべきことー 

都市の創造的な景観形成は､様々な努力にも拘わらず、必ずしも有効な広が

りを実感できていません。地域のデザイン力の積極的･創造的な活用で、都市･

地域固有の産業･文化･技術を基盤とする新たな価値が創造され、市民や住民が

共有し、実感できる楽しく、豊かな、都市･地域空間が生まれるものと考えま

す。この認識の下、公益財団法人都市づくりパブリックデザインセンター(udc)

は ACTION for Public Space 推進会議を設置して、魅力ある創造的な都市・地域

空間の再興を推進する方策（ACTION for Public Space）を調査研究することと

しました。 

研究会は、アーバンデザイン分野で先駆的活動を行い、多くの実績を有する

専門家が参加して、ユネスコプログラムやプレイスメイキング手法などの活用

を含め、都市空間の質や居心地の良さの向上、デザイン力を活用した新たな都

市・地域づくり戦略の推進などの研究・討議を数年間に渡って実施し、自治体

との実務的連携活動を展開してきました。このフォーラムは全国の問題意識を

共有する皆さんと課題を共有化し、活動を進めて行く一助として開催します。

○第 1６回 平成 29 年 7 月 11 日（火）15：00～:17:00

・「公的空間の再興に向けて～我々が今なすべきこと～」

◆サブテーマ 人の居場所を科学する〜プロダクトから見た社会実験の成果〜 

◆プレゼンター 中野 竜 株式会社コトブキ マーケティング本部企画室室長

◆専門 公共家具製造、造園計画・設計（登録ランドスケープアーキテクト（RLA）） 

◆経歴 1992 年東京農業大学農学部造園学科卒業。造園設計事務所勤務後、 

2004 年株式会社コトブキ入社。本社設計部、営業部を経て 2017 年より現職。 

新規マーケットや新規顧客層、新規営業手法の開発を担当。 

ランドスケープアーキテクト連盟（JLAU）理事、パブリックデザインコンソーシアム（PDC）

理事、景観デザイン支援機構（TDA）正会員・運営委員、都市環境デザイン会議（JUDI） 

会員、udc コミュニティサイン部会部会長ほか、業界団体等の研究会等に所属。 

会場 エコッツェリア「３×３ラボ・フューチャー」（呼び名はさんさんラボフューチャー） 

（大手門前、パレスホテルのひとつ北側ビル（大手門タワー・ＪＸビル）1階 

http://ecozzeria.jp/about/accessmap.html 

主催者・事務局 

ACTION for Public Space 推進会議

（udc） 

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター 

E-mail info@udc.or.jp

※フォーラム参加は無料です。

※参加は申し込み順です。左記のアドレス

宛てに、件名「第 16 回フォーラム参加

希望」と記載の上、氏名、所属、メルア

ドを記載の上お申し込み下さい。

※定員に達し次第申し込みを打切ります。

都市＋デザイン 

フォーラム
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